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2019基本要求回答交渉
時間外勤務に関する事務連絡の周知・徹底と簡易で合理的な運用の検討を！
日々雇用問題は財政的裏付けある丁寧な議論を！再任用問題は当事者が納得できる任命権者の対応を
　自治労県職労は、12月19日に基本要求書に対する回答交渉を行いました。

冒頭で大久保労務担当局長からの要求書に対する回答書手交後、要求書に対する見解が示され（3頁）、役員から次の課題を質しました。

時間外事務連絡の実効ある取組を求める
　「時間外勤務命令に関する取扱い等について」の事務連絡について、①事務連絡の内容が職員にきちんと伝わっていない。②入力の考え方が示されたことは評価できるが、具体的な対応がわかりにくい。　③事前命令と事後の修正を杓子定規に行うことで、かえって煩瑣になっている所属がある。④「事前命令した時間を超過しても、その分の時間外手当を出さない」という所属がある。などの実態を示し、実効性のある簡素で合理的な運用を求めました。

当局は、各局の管理担当課長を通じて所属に周知を依頼したとしていますが、「周知が不徹底であるなら、対応を考えたい」と回答しています。

なぜ来年度に非常勤化か？
　非常勤職員化問題について、①現在と同じ人数や時間数を確保する場合は予算措置が必要。②当事者に雇用不安が広がっている。③なぜ来年度か？会計年度任用職員制度の中で検討すべき課題。と指摘しました。
　当局は、①日々雇用職員の非常勤化は、雇用実態が、２か月の雇用と空白期間を繰り返してしていることについて、出先機関で労働基準監督署の指摘を受けて順次非常勤化している。②今期非常勤化が難しい場合は、引き続き日々雇用を認めている。と回答しています。
しかし、各局には非常勤化の「意義」の説明はないと聞いています。結果として、弱い立場の日々雇用職員にしわ寄せするような手法は改めるべきです。
実効ある障害者雇用施策を！
組合からは、「知的障害者、精神障害者を雇用するとしているが、一人一人状況は異なる。受け入れ態勢の整備が重要だ。」、「水増し問題の検討委員会に障害当事者を加えるべき」と主張しました。

これについて当局は、「働く環境の整備は必要。一緒に働くうえで身につけなければならないものは研修を行うようにしたい。」と回答しました。

再任用職員が納得できる対応を！
県労連交渉では、現在5級の再任用者について、「本人の希望を尊重する。」、「所属の状況を踏まえる」と確認していますが、当局は本人の意向や所属の状況を把握する前に、4級、5級に振り分けた名簿を人事課が作成して各局に配布しています。
このため、所属から「5級ポストはない。希望申出書は出すことができない」、「意向を取り下げてもらうかもしれない」などと言われ、希望を伝えることの入り口を塞がれるという問題や、5級格付けの「監査・検査」業務に類する業務について、所属の考え方と人事課作成の名簿がずれているところがあり、現場が混乱している。などの問題が起きています。
本来、当事者の意向や所属の状況を確認したうえで、人事当局と考え方が異なる場合に調整すべきもので、先に人事課が名簿を出すのは、順番が逆です。
また、県労連交渉で当局は、「5級にふさわしいポストの確保が困難になった。これは当局の責任であり、お詫びしたい。当事者には丁寧な説明をしたい。」と回答していたにもかかわらず、当事者へ配布された文書や口頭でも一切お詫びの言葉もありません。これで「丁寧な説明をした」と言えるのでしょうか。
これに対して当局は、当事者への説明については「調べる」とする一方で、「名簿を先に出して何が問題かわからない」「見解の相違」という回答です。
引き続き、当事者が納得できる対応を、当局に求めていきます。
基本要求交渉は、来年1月末がヤマ場となります。
1月9日の支部代交渉への参加を呼びかけます。
＜12/19 基本要求回答交渉＞
	要求・課題
	労務担当局長の回答要旨

	過重労働の撲滅・

働き方改革
	・長時間労働を是正し、いきいきと高いモチベーションを維持しながら、職員一人一人に能力を発揮してもらうためにも、全庁をあげて働き方改革に取り組む。

・時間外勤務の縮減については別途労使協議の場を設け、意見交換しながら、よりよい方策を作っていきたい。
・ＰＣログによる時間外勤務データについては、労使協議の場で活用していきたい。

・期間の短い照会については、国から発出されるものや議会で回答を求められているものがあるのではないか。庁内からの照会であるならば、ルールを再徹底したい。

	適正な人員配置
	・県政が直面する課題、県民生活に深く関わる喫緊の課題を的確にスピード感をもって進めるため、優先度の高い施策に重点配置することが必要。行革大綱に基づいて総合力・質的向上を高めるなか、限られた人材で職務を効果的、効率的に行う。

・業務マネジメントに取り組んでもなお慢性的に時間外の多い所属については、実態を踏まえて調整している。2018年4月段階で時間外の多い上位30所属に48人配置し、非常勤職員の枠配分も行っている。今後も同様に対応していく。

・職業訓練指導員は、再編が終了したので計画的な人員配置が進んでいくと考える。

	昇任・昇格
	・考え方の基本は、職員が相当長期にわたって安定して勤務成績を上げ、より困難で責任の重い職務など、上位の職に求められる役割を果たすことが十分期待できる場合に行われるもので、能力や実績に基づき任命権者が行うものである。

	メンタルヘルス対策
	・産業医の専任化に関しては、引き続き人材の確保について努力する。
・メンタルヘルス不調を未然に防止するために、ストレスチェックを実施。早期発見・早期ケア対策として精神科医が出先で出張相談も実施している。

・ストレスチェックの集団分析結果の説明会を行った。職場で討議する場を持ってもらいたい。

	労働安全衛生
	・今後とも関係法令を遵守し、安全で衛生的な職場環境の整備を行う。

	福利厚生
	・トイレの洋式化は順次整備している。洗浄機能付き便座の設置も進める。

	行政システム改革
	・行政システム改革は、職員の理解と協力が不可欠であり、職員の主体的な参加を進めていきたい。
・指定管理者制度導入から十数年が経過。平成28年度に制度運用の指針を改正し、従来の「経費」から「業務遂行能力」に重点を置いた。

	非常勤職員等課題
	・職員との均衡を考慮して措置してきた。会計年度任用職員制度は県労連で協議。
・業務上必要のある日々雇用職員には、パソコンを配備している。IDも所属を通じて情報システム課に申請すれば取得できる。

	ノーマライゼーション
	・障害者雇用率の不適切な水増し問題については、早急に原因究明し報告したい。

・障害者が働きやすい職場環境を構築するため、「障害者雇用促進検討委員会」を設置した。直接当事者の声を聞き、必要な配慮を行っていきたい。

・加齢に伴う障害の重度化等を踏まえ、通勤時間や業務内容について意向申告や面接で聴取し、異動では個別事情に配慮しながら対応していく。
・障害のある職員の60歳以降の働き方については調整が必要。

	庶務事務システム
	・年末調整にあたって扶養控除が反映されていないとの指摘を受けた。状況を確認し、システムの不具合であるならば、対応を図っていきたい。






















































12/26 職員の福利厚生に関する要求書を提出


12月26日、自治労県職労は職員厚生課長に「2019年度福利厚生関係要求書」を提出します。要求に対する回答交渉は年明けに行われる予定です。


＜主な要求項目＞


①安全衛生委員会の活性化、②メンタルヘルス不全対策、③健康で安全に働き続けられる職場環境の整備、


④食堂や売店の確保、福利厚生事業の充実等、⑤臨任・非常勤・再任用職員の健康診断項目の充実、


⑥ノーマライゼーションの推進








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































